





























































































































































ーライン、結果図を示した。ベテラン 17人、中堅 4 人の計 21人のデータ分析より、23の概念と 5
のカテゴリーを生成した。それに基づくストーリーラインは以下のとおりである。なお、概念は「 」、
カテゴリーは＜＞で示す。
急性期病院に勤務するMSWの新人期からベテラン期に至る各能力の変容の詳細及び能力間の関連
性とは、＜介入の安定化＞をはかりながら、＜業務展開基盤の形成＞を行い、＜専門的自己の生成＞
を行うことであり、この3つのコア・カテゴリーの相互作用である。そして、それらに影響を及ぼす
のが、実践能力の向上に作用する＜実践能力見直し作業＞と、向上にも抑制にも作用するコンテクス
トとなる＜院内外からの要請への対応＞である。
実践能力変容の核には、専門的知識・技術・価値を統合して発揮する＜介入の安定化＞がある。そ
こでは、新人期にはただ傾聴するだけの面接が、徐々に相手の状況を洞察しながらの面接ができるよ
うになる「洞察的面接へのシフト」が可能になり、これにより気づきが得られて着眼点が増え、さら
にはそれに基づき相手に対して提示できる情報の選択肢が増える「発信力の増大」がみられる。また、
実践を行う際のツールである臨床に即した知識・技術が増え、質が向上する「介入ツールの豊穣化」
がある。「発信力の増大」は「介入ツールの豊穣化」と相互に影響を及ぼしあっている。
それらの影響を受けて、自らの主観に基づく実践から、事実や理論に基づく「根拠型実践への転換」
が実現する。そこでは、新人期に先の見通しなく実践を行う状態から、根拠に基づいたケース予測が
行えるようになる「ケースの予測化」が可能になる。
次に、より業務をスムーズに遂行するためと、実践能力変容が可能な環境作りをするために、＜業
務展開基盤の形成＞を行う。これは、周囲の関係者との人脈を広げ関係性を強める「人脈蓄積」を行
いながら、自らが関わる院内外の組織やコミュニティという「環境理解の深化」を行う。
その結果、効果的に物事を運ぶよう戦略をめぐらせるようになる「戦略の意識化」がなされていく。
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また、患者・家族や関係者に対する「MSW評価の伝達化」が可能になり、成果を示すことで、信認
されなかった状態から周囲の「信認獲得」を行っていく。
そして、専門職としてのスタンスやアイデンティティを確立する＜専門的自己の生成＞を行う。新
人期の業務の線引きや患者・家族との距離が曖昧な状態から、業務範囲を明確にして、何でも引き受
ける「何でも屋からの脱却」をはかる。それにより、対象との距離が近すぎる見方や遠すぎる見方か
ら、客観的に見られるようになる「客観的視座への移行」と、自分自身が問題解決の主体であった状
態から、患者・家族が問題解決に取り組む主体となれるような「黒子への転化」がみられる。
一方で、「何でも屋からの脱却」の影響や、ポジション変更により先輩や管理職になることにより、
腹を括って物事に取り組むようになる「上に立つ腹括り」を行う。その結果、自分だけでなく相談室
内外の誰もが質の高い援助を行い、それが維持できる状態を志向する「業務水準の保持志向化」がみ
られる。また、「上に立つ腹括り」と相互に影響を及ぼすものとして、MSWとしての視点が、ミクロ
レベルからメゾレベル、マクロレベルへと広がっていく「MSW視点の俯瞰化」がある。
それらの結果、新人期には自信が無いために専門職として気負っていたものが、徐々に「自信獲得」
を行っていく。それと同時に、余裕がなく他者を受けとめられなかった状態から、受けとめられるよ
うになる「受けとめ力の涵養」がなされる。
以上の3つのコア・カテゴリーが相互に影響を及ぼし実践能力変容が進むなかで、必要に応じて立
ち返ることで、実践能力の向上に作用するのが＜実践能力見直し作業＞である。自らの力量や置かれ
ている状況の「限界認識」を行うとともに、自らのあり方を振り返り吟味する「自己省察」により実
践能力を見直す。その後に、「新たな学び・活動の実施」により実践能力を向上させている。「新たな
学び・活動」が「限界認識」や「自己省察」に影響を及ぼすこともある。
また、実践能力の向上にも抑制にも作用するコンテクストとなるものが、＜院内外からの要請への
対応＞である。これは、病院内外での立場や業務内容の変化に対応する「ポジション変更への対応」
と、時代の流れのなかで変化する医療・福祉の「政策動向への対応」を行うことである。＜院内外か
らの要請への対応＞は＜実践能力見直し作業＞にも影響を及ぼす。
なお、第3章で見出した変容促進契機は、研究協力者が新人からベテランに至る過程で出合った客
観的な出来事であり、第4章で生成した＜院内外からの要請への対応＞と＜実践能力見直し作業＞は、
研究協力者が出合った変容促進契機と相互作用を行う様子を表したものである。
第５章 結論
第5章では、研究の結論を述べた。第1節から第4節では、4つのリサーチクエスチョンの検討結
果を述べ、それぞれの知見に関して先行研究の知見との比較検討を行った。
第1節では、「①MSWの実践能力の関連性とはどのようなものか」について検討を行い、実践能力
を表す 3 つのコア・カテゴリー＜介入の安定化＞＜業務展開基盤の形成＞＜専門的自己の生成＞と、
実践能力に作用する2つのカテゴリー＜実践能力見直し作業＞＜院内外からの要請への対応＞の相互
作用で説明できる旨を述べた。
第 2節では、「②MSWの実践能力変容過程とはどのようなものか」について検討を行い、第 3章
と第4章の結果に基づき、MSWの実践能力の3要素の変容過程の表を作成し説明を行った。その結
果、新人期から中堅期、ベテラン期にかけての「①価値・知識・技術を統合して介入を安定化させる
面での変容」に関しては、MSWは経験年数を経るにつれ、洞察しながらの面接を行い、活用できる
理論や技術のレパートリーが広がり、提示できる選択肢が増える。また、根拠に基づき先の見通しを
予測しながらアプローチを行うようになることが明らかになった。また、「②各種システムとの関係構
築にむけて業務展開基盤の形成を行う面での変容」に関しては、入職当初は職場内での業務内容への
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理解が十分でないが、徐々に人脈を広げ信認を獲得するなかで、中堅期になると対組織を意図したア
プローチがとれるようになり、ベテラン期になると病院内外での承認が進む。また、経験年数を経る
につれ、自らが対応できるシステムが、ミクロレベルからメゾレベル、マクロレベルへと拡大してい
くことが明らかになった。そして、「③専門的自己の確立にむけて自己を生成する面での変容」に関し
ては、入職当初は自分が一生懸命に取り組み、自身の実践に焦点化されていた関心が、経験を経て相
談室長になる等の立場の変化により、相談室としての実践という視点に変化し、客観的な視座を持ち
後方から支えるような専門職としてのスタンスが確立できていく。そして、実践と生活経験の積み重
ねのなかで、自信がもてるようになり、自他ともに受けとめられるようになることが明らかになった。
第3節では、「③MSWの実践能力の変容促進契機とはどのようなものか」について検討を行い、第
3章で明らかにした変容促進契機を再度提示した。さらに、暗黙知を可視化する環境としては、MSW
の職業アイデンティティの高まりを手がかりに、「MSW評価の伝達化」と「何でも屋からの脱却」を
進めることが可視化に結びつくことを示した。
第4節では、「④MSWの実践能力変容の節目と変容促進契機の関連性はどのようなものか」につい
て検討を行った。第1項1では、実践能力変容の節目と実践能力習得時期について整理した。変容の
節目の年数は明確に区分されなかったが、第3章で明らかにした実践能力変容過程における2つのタ
ーニングポイントが見出せた。また、実践能力のなかには、新人期から見られるものと中堅期以降に
現れるものが存在した。後者については、「根拠型実践への転換」、「ケースの予測化」、「戦略の意識化」、
「客観的視座への移行」、「黒子への転化」、「上に立つ腹括り」、「業務水準の保持志向化」、「受けとめ
力の涵養」が該当した。
第 1項 2では、時期別に影響を及ぼす変容促進契機について整理した。変容促進契機は、「新人期
から中堅期にかけて出合う契機」と「中堅期以降に出合う契機」、すなわち「主として特定の時期に実
践能力変容に影響を及ぼす契機」と、「時期にかかわらず恒常的に実践能力変容に影響を及ぼす契機」
に区分ができた。そして、ベテラン 17 人がいつどのような変容促進契機に出合ったのかについての
表を作成し、実践能力変容の向上に作用する＜実践能力見直し作業＞と、実践能力の向上にも抑制に
も作用する＜院内外からの要請への対応＞に関わる部分を色分けした。そして、比較的前者に多く出
合った人と比較的後者に多く出合った人の図を作成して違いを明らかにしたが、両者ともベテランと
して習得している能力に遜色はなかった。しかしながら、2 人という小数例のためこの点についての
精緻な検証は今後の課題である。
第1節から第4節で整理した知見と先行研究との比較検討では、おおむね先行研究の知見を支持し
ていることが確認できた。
第5節では、研究のオリジナリティとソーシャルワーク研究・実践への示唆について、次の4点を
述べた。①新人期からベテラン期に至る、MSWの実践能力変容過程と各能力の変容の詳細及び能力
間の関連性を明らかにした点。②実践能力変容過程には多様な筋道があり得ることを示した点。③変
容促進契機について明らかにし、経験年数と変容促進契機との関連性について整理した点。④実践能
力変容過程には、立場や業務内容、政策動向といった＜院内外からの要請への対応＞が、実践能力変
容の向上にも抑制にも関与しているコンテクストとなることを明らかにした点である。
そして第6節では、研究の限界と今後の研究課題について、次の3点を述べた。①急性期病院勤務
のベテランMSWという対象の限界がある点であり、今後は他の種別の病院勤務のMSWやリーダー
とはいえないMSW、離職した人達等を対象とした実証研究を行う必要がある。②MSWとしてのア
イデンティティと実践能力との関連性が仮説の提示に留まった点であり、今後はその解明が求められ
る。③多数例を対象とした量的調査等、他の方法による調査研究を行うことにより、本結果の検証が
必要な点である。
